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はじめに

　ヘルスプロモーション研究センター（以下，
ヘルプロ）は新体制になり４つの主な活動を柱
に活動を行っている1）．その柱の１つに指導者
養成・情報発信があり，各種研修会の企画・運
営を行っている．
　今年度は，地域診断と研究費に関するセミ
ナーを企画し，本誌７月号で地域診断に関する
セミナーの報告を行った2）．今回は，研究費に
関するセミナーの内容を報告する．
　

セミナーの実際

１．開催日時・場所
　平成27年７月３日（金），地域医療振興協会の
本部施設内にて，当センター主催セミナー「研
究費取得のコツ」を開催した．
２．セミナーの目的
　当センターが所属する地域医療研究所は，平
成25年３月に文部科学省の研究機関に指定さ
れ，一定の条件のもとに文部科学省研究費補助
金（科研費）の申請が可能になっている．また，
保健医療福祉に関わるさまざまなテーマを対象
にした民間研究費を取得することも可能であ
る．本セミナーでは，研究者だけでなく，現場
で実践活動している医師やコメディカルの医療

職員等の研究活動を支援することを目的に，研
究活動の予算を取得するための申請書類作成の
コツなど，研究費に関する情報提供を行った．
３．参加者
　参加者の募集は，当協会施設，看護・医療系
の教育機関に対し，ホームページや「公衆衛生
ねっと」での告知，雑誌への広告掲載や案内状
の郵送等にて行った．
　当日の参加者は９名（うち協会職員４名）だっ
た．医療機関からの参加が多く，職種は医師，
保健師，作業療法士が多かった．
４．プログラム
　講師は，実際に多くの研究費の審査を経験し
ている当センターの柳川 洋アドバイザーが担
当した．主な内容は，①文部科学省の科学研究
費公募の仕組み，②研究費申請書作成上のコツ，
③国および民間団体が提供する主な公募研究の
紹介である． 
　①については，科学研究費は文部科学省以外
に厚生労働科学研究費もあるが，ほぼ同様の様
式であること，民間研究費の様式は簡略的なも
のが多いことから，今回のセミナーでは文部科
学省の科学研究費の様式を例として取り上げ
た．講師からは，どのような分野や種類が採択
されているのか，応募資格や公募から決定まで
の流れについて具体的な説明があった（写真
１）．
　②研究費申請書作成上のコツについては，本
稿に続いて講師の柳川 洋アドバイザーが「研究
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費取得のための戦略」と題してセミナーの概要
を解説しているので参考にしていただきたい．
　今回のセミナーでは，より具体的なアドバイ
スができるように，参加者に事前に計画書を作
成して持参していただくことを案内した．提出
いただいた計画書は具体的な事例としてセミ
ナーの中で取り上げ，講師がコメントを加えな
がら記述の仕方などを解説した．
　③研究費助成に関する情報収集と研究課題や
成果の検索については，セミナーの中で実際に
ホームページを検索する演習を行った．民間研
究費助成に関する情報収集の手段として，当
センターが運営している「公衆衛生ねっと」
http://www.koshu-eisei.net/ を紹介した． 
５．セミナーの評価
　研修終了後にアンケートを実施し，参加者全
員から回答を得た．
　セミナー全体の満足度は，「満足」が５名，「ど
ちらともいえない」「やや不満」が各１名だっ
た．満足しなかった理由は，「具体的記述に対す
るアドバイスが欲しかった」であった． 
　セミナーの感想として，「公募の仕組みがよく
理解できた」「申請書作成の注意点や基本的事項
を確認できた」といった感想がある一方，「もう

少し保健師レベルでの現場に即したものがよ
かった」「実際に研究公募に採用されたお手本と
なる具体的事例をみせて欲しい」などの要望も
あった．

最後に

　今回のセミナーは，実際に研究費申請の審査
に関わってきた講師が，指摘が多い事項や申請
が通りやすくなるポイントなどを丁寧に解説し
た．参加者からは申請に自信が出てきたという
声も聞かれた．民間の研究費など申請しやすい
ものを情報収集し，自ら研究費の取得に挑戦す
る方が増えることを期待したい．
　しかしながら，セミナー参加者は少なかった．
今後，本セミナーの対象となる保健医療機関や
教育機関の関係者のニーズに合った，より満足
度の高いプログラムの検討が必要であると感じ
ている．当センターには，セミナー受講者や現
場の医師やコメディカルから，研究デザインや
統計解析の手法，臨床研究に関する相談がある．
今後，研究費取得の支援のみならず，このよう
な研究活動のサポートも行えるようなセミナー
の企画を行っていきたいと考えている． 
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写真１　セミナーの様子


